昨年の 夏、 私 は 十 年 振りで 故郷 を 見た。 その 時の 事 

を、 ことしの 秋 四十 一 枚の 短篇に まとめ、 「帰 去来」 と 

いう 題を附 けて、 或る 季刊 冊子の 編輯 部に 送った。 そ 

の 直後の 事で ある。 れいの、 北さん と 中 畑さん とが、 

ろうおく 

そろって 三 鷹の 陋屋へ 訪ねて 来られた。 そうして、 故 

郷の 母が 重態 だとい う 事 を 言って 聞かせた。 五、 六 年 

のうちに は、 このような 知らせ を 必ず 耳に する であろ 

うと、 内心、 予期して いた 事で あつたが、 こんなに 早 

く 来る と は 思わなかった。 昨年の 夏、 北さん に 連れら 

れて ほとんど 十 年 振りに 故郷の 生家 を 訪れ、 その 時、 

長兄 は 不在で あつたが、 次兄の 英 治さん や 嫂 や^ゃ 



下さった ので ある。 こんど は 私 だけでなく、 妻 も 園 子 

( 一 年 四 箇月の 女児) もみん なを 一 緒に 連れて行って 

下さる というの である。 北さん と 中 畑さん の 事 は、 あ 

の 「帰 去来」 という 小説に、 くわしく 書いて 置いた け 

れ ども、 北さん は 東京の 洋服屋さん、 中 畑さん は 故郷 

の 呉服屋さん、 共に 古くから 私の 生家と 親密に して 来 

ている 人た ちであって、 私が 五 度 も 六 度 も、 いや、 本 

当に、 数え 切れぬ ほど 悪い 事 をして、 生家との 交通 を 

断 たれて しまつてから でも、 このお 二人 は、 静 わば 純 

粋の 好意 を 以て 長い間、 いちど もい やな 顔 をせ ず、 私 

の 世話 をして くれた。 昨年の 夏に も、 北さん と 中 畑 さ 



ん とが 相談して、 お 二人とも 故郷の 長兄に 怒られる の 

かくさく 

は 覚悟の 上で、 私の 十 年 振りの 帰郷 を 画策して くれた 

ので ある。 

「しかし、 大丈夫で すか？ 女房 や 子供な ど を 連れて 

いって、 玄関払い を 食らわされたら、 目 も あてられな 

いからな ご 私 は、 いつでも 最悪の 事態ば かり 予想す る。 

まじめ 

「そんな 事 は 無い ご とお 二人とも 真面目に 否定した。 

「去年の 夏 は、 どうだった のです か？」 私の 性格の 中 

に は、 石橋 をた たいて 渡る ケチな 用心深 さも、 たぶん 

に 在る よう だ。 「あの あとで、 お 二人とも 文治さん (長 

兄の 名) に 何 か 言われ はしなかったです か？ 北さん、 



く 光って いた。 

十一 時 頃、 五所川原 駅に 着いた。 中 畑さん の 娘さん 

が 迎えに 来て いた。 中 畑さん のお 家 は、 この 五所川原 

町に 在る の だ。 私たち は、 その 中 畑さん のお 家で 一休 

みさせて もらって、 妻と 園 子 は 着換え、 それから 金 木 

町の 生家 を 訪れよう という 計画であった。 金 木 町と い 

うの は、 五所川原から 更に 津軽 鉄道に 依って 四十 分、 

北上した ところに 在る ので ある。 

私た ち は 中 畑 さ ん のお 家で 昼食 を，) J ちそうに な リな 

ようだい きとく 

がら、 母の 容態 をく わしく 知らされた。 ほとんど 危篤 

の 状態ら しい。 



ちょ つと 具合いの 悪い 思い をした 事が あるので、 こん 

ど は 用心してそう 言つ たので ある。 

小さい 姪と いうの は 兄の 次女で、 これ は 去年の 夏に 

逢って 知っていた。 八 歳で ある。 

「シゲ ちゃん ご と 私が 呼ぶ と、 シゲ ちゃん は、 こだわ 

り 無く 笑った。 私 は 少し 助かった ような 気がした。 こ 

の 子 だけ は、 私の 過去 を 知るまい。 

家へ はいった。 中 畑さん と 北さん は、 すぐに 二階の 

兄の 部屋へ 行って しまった。 私 は 妻子と 共に 仏間へ 

うちわ 

行って、 仏 さま を 拝んで、 それから 内輪の 客 だけが 集 

じょ い 

る 「常 居」 という 部屋へ さがって、 その 一隅に 坐った _ 



ん なと 挨拶 を 交した。 修治 (私の 本名) は、 ちっとも 

変らぬ。 少し ふとって かえって 若くな つた、 とみんな 

が 言った。 園 子 も、 懸念して いた ほど 人見知り はせ ず、 

誰に でも 笑い かけて いた。 みんな 控えの間の、 火鉢の 

まわりに 集って、 ひそひそ 小声で 話 を はじめて、 少し 

ずつ 緊張 もとき ほぐれて 行った。 

「こんど は、 ゆっくりして 行 くんでしょう？」 

「さあ、 どう だか。 去年の 夏みたい に、 やつば リニ、 

三時 間で、 おいと まする ような 事になる んじ やない か 

な。 北さん のお 話で は、 それが いいと いう 事でした。 

噗 は、 なんでも、 北さん の 言う とおりに しょうと 思つ 



ている のです から ご 

「でも、 こんなにお 母さんが 悪い のに、 見捨てて 帰る 

事が 出来ます かご 

「いずれ、 それ は、 北さん と 相談して、 —— 」 

「何も そんなに、 北さん に こだわる 事 は 無いで しょ 

うご 

「そう もい かない。 北さん に は、 僕 は 今まで、 ずい ぶ 

ん 世話になって いるんだ から ご 

「それ は、 まあ、 そうでしょう。 でも、 北さん だって 

まさか、 」 

「いや、 だから、 北さん に 相談して みると いうので す _ 



北さん の 指図に 従ってい ると 間違いな いのです。 北 さ 

んは、 まだ 兄さんと 二階で 話 をして いるよう です が、 

何 か、 ややこしい 事で も 起って いるん じ やないで しょ 

うか。 私たち 親子 三人、 ゆるし も 無く、 のこのこ 乗り 

込んで、 II 」 

「そんな 心配 は 熟らない でしよう。 英 治さん (次兄の 

名) だって、 あなたに すぐ 来い つて 速達 を 出した そう 

じ やない の ご 

「それ は、 いつです か？ 僕たち は 見ませんでした 

よご 

「おや。 私たち は、 また、 その 速達 を 見て、 おいでに 



にさす つた。 私 は 枕 もとにし やがん で、 どこが 苦しい 

の？ と 尋ねた。 母 は、 幽かに かぶ リを 振った。 

「がんばって。 園 子の 大きくなる ところ を 見て くれな 

くち や 駄目です よ。」 私 はてれ くさい のを咏 えてそう 

言った。 

突然、 親戚のお ばあさんが 私の 手 をと つて 母の 手と 

握リ 合わさせた。 私 は 片手ば かりで なく、 両方の 手で 

母の 冷い 手 を 包んで あたためて やった。 親戚のお ば あ 

さん は、 母の 掛 蒲団に 顔 を 押しつけて 泣いた。 叔母 も、 

タカさん (次兄の 嫂の 名) も 泣き出した。 私 は 口 を 曲 

げて、 こらえた。 しばらく、 そうして いたが、 どうに 



ぶり たっぷり じ やない か。 そんな 安っぽい 映画が あ つ 

たぞ。 三十 四 歳に もな つて、 なんだい、 心 やさしい 修 

治さん か。 甘つ たれた 芝居 はやめろ。 いまさら 孝行 息 

子で も あるまい。 わがまま 勝手の 検束 を やら かして さ _ 

よせ やいだ。 泣いたら ゥソ だ。 涙 はゥソ だ、 と 心の中 

ふところで 

で 言いながら 懐手 して 部屋 をぐ るぐ る 歩き まわ つ て 

いるの だが、 いまにも、 嗚咽が 出そう になる の だ。 私 

は 実に 閉口した。 煙草 を 吸った リ、 鼻 をかん だリ、 さ 

まざ ま 工夫して 頑張って、 とうとう 私 は 一滴の 涙 も 眼 

の 外に こぼれ 落さなかった。 

日が 暮れた。 私 は 母の 病室に は 帰らず、 洋室の ソ 



なった。 なんの わけ だか わからない。 よし、 やろう。 

いちず 

一 途に、 そんな 気持だった。 

嫂が 私たち を さがしに 来た。 

ち 

「まあ、 こんなと ころに！」 明るい 驚きの 声 を 挙げて、 

「ごはんで すよ。 美 知 子さん も、 一 緒に どうぞ ご 嫂 は 

もう、 私たちに 対して 何の 警戒心 も 抱いて いない 様子 

だった。 私に は それが、 ひどく たのもしく 思われた。 

なんでも この 人に 相談したら、 間違いが 無い ので は あ 

るまい かと 思った。 

おもや 

母屋の 仏間に 案内され た。 床の間 を 背に して、 五所 

川原の 先生 (叔母の 養子) それから 北さん、 中 畑さん、 



木の 家 は 病人で ごた ついてい るので、 北さん は 遠慮し 

たの か、 とにかく 五所川原へ 泊る 事に なった の だ。 私 

は 停車場まで 北さん を 送って 行った。 

「ありがとう ございました。 おかげさまでした ご 私 

は 心から、 それ を 言った。 いま 北さん と 別れて しまう 

の は 心細かった。 これから は 誰も 私に 指図 をして くれ 

る 人 は 無い。 「僕たち は 今晚、 このまま 金 木へ 泊って 

も かまわな いのです か？」 何かと 聞いて 置きたかった _ 

「それ あ 構わないで しょうご 私の 気のせい か、 少しよ 

そよ そしい 口調だった。 「なにせ、 お母さんが あんな 

にお 悪い のです から ご 



「まあ、 こんど は、 むずかし いと 思わねば いけない ご 

と 言った。 そこへ 突然、 長兄が はいって 来た。 少し ま 

ごつ いて、 あちこち 歩き まわって、 押入れ を あけたり 

しめたり して、 それから、 どかと 次兄の 傍に あぐら を 

ゝヽ こ o 

カレた 

「困った、 こんど は、 困った ご そう 言って 顔 を 伏せ、 

ひた い 

眼鏡 を 額に 押し上げ、 片手で 両眼 をお さえた。 

ふと 気がつく と、 いつの 間に か 私の 背後に、 一ばん 

上の 姉が、 ひっそり 坐って いた。 



底本 ： 「太宰 治 全集 5」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1989 (昭和 M) 年 1 月お 日 第 1 刷 発行 

底本の 親 本" 「筑摩 全集 類聚 版 太宰治 全集」 筑摩 書房 

1975 (昭和^) 年 6 月から 1976 (昭和お) 年 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： ふるかわ ゆか 

2003 年 n 月 M 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



